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夜
半
亭
蕪
村

・
几
董
に
は
天
明
期

に
月
並
句
合
の
催
し
が
あ

っ
た
こ
と
は
拙
稿

「夜
半
亭
月
並
句
合
O
」

(『
滋
賀
大
國
文
』
十
八
号
)

「
同
⇔
」

(『奈
良
大
学

紀
要
』
九
号
)
に
述
べ
た
が
、
少
し
遅
れ
て
寛
政
期
に
な
る
と
、
几
董
の
門
生
で

あ
り
や
が
て
は
そ
の
別
号
春
夜
楼
を
相
次
い
で
継
承
す
る
こ
と
に
な
る
紫
暁

・
呂

蛤
の
二
人
に
も
同
様
の
句
合
の
催
し
が
あ
る
。
こ
の
稿
で
は
、
管
見
に
入

っ
た
紫

暁

・
呂
蛤
各
撰
に
な
る
月
並
句
合
の
摺
り
物
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
、
蕪
村

・
几

董
と
続
い
た
夜
半
亭
月
並
句
合
が
紫
暁

・
呂
蛤

へ
と
流
れ
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
変
質
を
遂
げ
て
行

っ
た
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
紫
暁
撰
月
並
句
合

O

寛
政
五
年
ま
で
の
紫
暁

紫
暁
撰
に
な
る
月
並
句
合
の
摺
り
物
は
寛
政
五

・
六
年
の
約

二
年
分
が
現
存
す

る
。
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
触
れ
る
前

に
、
寛
政
五
年
ま
で
の
紫
暁
の
事
蹟
に
つ
い

て
、
特
に
几
董
と
の
関
わ
り
を
中
心

に
述
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

紫
暁
が
明
確
に
几
董
門
生
と
し
て
登
場
す
る
の
は
天
明
七
年
の

几

董

『初

懐

需
』
及
び
同
年
発
刊
の
紫
暁

『
曙
双
昏
』
を
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
両
者
の
交

流
は
安
永
五
年
ま
で
湖
る
と
思
わ
れ
る
。
紫
暁
は
前
号
を
車
蛯
と
称
し
、
伏
水
の

鷺
喬
門
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
安
永

五
年
の
鷺
喬
歳
旦
帳

『
曙
草
紙
』

(東
大
洒

竹
文
庫
蔵
、
題
籏
な
く
表
紙
に

「曙
草
紙
」
と
墨
書
き
)
に
車
蛯
の
発
句
が
計
九

章
入
集
し
鷺
喬
ら
と
巻
い
た
歌
仙
も
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
安
永
六
年
の

鷺
喬
歳
旦
帳

『丁
酉
載
』

(天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
、
後
補
題
簸
に

「丁
酉
載
」

と
墨
書
き
)
に
も

「車
蛯
更
紫
暁
」

と
し
て
発
句

一
章
と
紫
暁
発
句
鷺
喬
脇
句
に

よ
る
同
門
と
の
半
歌
仙
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
二
書
に
は
蕪
村

・
几
董
の
発
句
も
そ
れ
ぞ
れ
に
各

二
章
入
集
す
る
。
ひ

る
が
え

っ
て
几
董
著
書
を
閲
す
る
に
、
安
永
五
年

『
初
懐
昏
』
に
は
伏
水
の
鷺
喬

・
賀
瑞
の
句
が
各

一
章
、
ま
た
同
年
秋
編
の

『
続
明
鳥
』
に
は
伏
水
と
し
て
鷺
喬

四
句
、
雨
谷

・
山
騨
各
三
句
、
賀
瑞

・
車
蛯

・
御
風

・
斗
瞼
各

二
句
、柳
女
・呉
卿

・
李
収
各

一
句
と
計
十
名

二
十

一
句
の
入
集
を
見
る
。
う
ち
柳
女
を
除
く
九
名
は
、

前
記
鷺
喬

の
両
歳
旦
帳
に
出
る
作
者
で
あ
る
。
明
和
九
年
の
几
董
編

『其
雪
影
』

に
伏
水
の
作
者
と
し
て
出
る
の
は
賀
瑞

・
柳
女

・
霞
吹
の
三
名
だ
け
で
あ

っ
た
こ

と
を
思
え
ば
著
し
い
進
出
ぶ
り
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
賀
瑞
あ
た
り
を
媒
介
と

し
て
几
董
と
鷺
喬
に
交
流
が
生
ま
れ
、
そ
の
縁
で
几
董
の
著
書
に
車
蛯
の
句
も
記

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
几
董
と
紫
暁
に
当
時
直
接
の
面
識
が
あ

っ

た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
ま
で
も
、
二
人
の
交
流
が
こ
の
頃
か
ら
始
ま

っ
た
と

推
測
す
る
こ
と
に
さ
し
て
無
理
は
な
か
ろ
う
。
因
み
に
記
せ
ば
、
几
董
句
稿

『丙

申
之
句
帖
巻
五
』
三
十
四
丁
裏
か
ら
三
十
五
丁
表

に
か
け
て
の
ち

ょ
う

ど
丙

申
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大良奈

　
ひ
か
　

(安
永
五
年
)
の
終
の
部
分
に

「初
懐
昏
加
入
之
拍

へ
」
と
し
て
数
章
を
書
き
留

め
、
そ
の
中
に
鷺
喬
句
が
二
章
見
え
る
。
今
は
伝
わ
ら
な
い
安
永
六
年
几
董
初
懐

昏
に
も
、
鷺
喬
を
は
じ
め
伏
水
作
者

の
句
が
収
録
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

な
わ
、
車
蛯
を
名
乗

っ
て
い
た
安
永
期
の
紫
暁
に
つ
い
て
こ
こ
で
是
非
と
も
触

れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
車
蛯
が
こ
の
頃
京
点
者
に
よ

る
月
並
句
合
に
同
門
と
も
ど
も
参
加
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
天
理
図
書

館
綿
屋
文
庫
に

『
誹
譜
し
を
り
萩
」

と
題
す
る

一
冊
が
あ
る
。
半
紙
本
大
で
、
原

装
薄
茶
色
表
紙
、
原
題
簸
が
中
央
に
あ
り
白
地
双
辺
で

「誹
譜
し
を
り
萩
全
」
と

墨
摺
り
.
本
文
は
全
百
十
四
丁
。
板

元
は
京
の
菊
屋
安
兵
衛
で
あ
る
。
年
記
が
な

い
た
め
に
化
政
期
に
分
類
き
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
は
明
和
九
年
七
月
か
ら
安
永

四
年
十
二
月
ま
で
約
三
年
六
ヶ
月
分

の
蝶
々
奄
百
花
撰
に
な
る
月
並
句
合
の
月
刊

摺
り
物
を
、
新
た
に
通
し
で
丁
付
を
入
れ
再
編

発
行
し
た
も
の
で
あ
る
、
蝶
々
奄

百
花
は

『
誹
譜
家
譜
」

『
同
拾
遺
集
」

『
同
後
拾
遺
」
に
よ
れ
ば
、
隠
岐
米
更
門
、

祇
園
町
壇
之
下
に
住
み
安
永
八
年

二
月
廿
五
日
六
十
五
才
に
て
没
。
こ
の
書
の
出

版
年
は
定
か
で
は
な
い
が
、
終
丁
に
雪
見
月
の
頃
編
を
終
え
た
旨
の
記
事
が
見
ら

れ
る
の
で
、
安
永
五
～
七
年
の
問
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
天
明
二
年
同
害
,騨
刊

の

『誹
譜
都
枝
折
」
巻
末
広
告
に
、

『移
竹
発
句
集
』

(安
永
六
年
刊
)

『鬼
貫

猫
吟
百
韻
』

(案

八
年
刊
)
な
ど
と
並
ん

で

「
誹
譜
栞
萩
騰

縣

雛

集
」

と
見
え
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
て
、

『誹
譜
し
を
り

萩
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
こ
の
百
花
撰
句
合
の
作
者
圏
は
、
京
を
中
心
と
し
て

嵯
峨

・
伏
水

∴
手
治

・
丹
州

・
江
州

・
伊
勢

・
摂
州

・
能
州
の
各
地
域
に
及
ぶ
が
、

巾

に
伏
水
の
作
者
と
し
て
車
蛯
の
名

が
見
え
る
。
車
蛯
は
安
永
三
年
・七

・
九

・
十

・
十

一
月
と
四
年

一
・
四

・
五
月
に
各

一
句
、
二
月
に
二
句
、
七
月
に
三
句
入
選

し
て
い
て
、
う
ち
四
年
五
月
入
選
句

は
巻
頭
の
位
を
占
め
て
い
る
.
ま
た
、
伏
水

の
肩
書
を
持
つ
作
者
は
車
蛯
の
他
に
十
四
名
出
る
が
、
そ
の
う
ち
和
候

・
来
志

・

可
正

・
朝
起

・
巴
水
の
五
名
は
安
永

五
年
鷺
喬
歳
旦

『
曙
草
紙
』
に
名
の
見
え
た

作
者
で
、
更
に
上
記
三
名
は

『丁
西
載
」
に
も
出
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
車
蛯
が

既
に
安
永
期
に
同
門
と
共
に
京
点
者
に
よ
る
月
並
句
合
に
参
加
し
て
い
だ
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
句
合
安
永
四
年
七
月
に
は

「
フ
シ
ミ
来
志
連
」
と

い
う
名
書
き
が
あ
り
、
伏
水
連
中
の
投
句
取
り
ま
と
め
役
は
来
志
で
あ

っ
た
か
と

思
わ
れ
る
。
な
お
、
右
に
関
連
し
て
こ
こ
に

一
つ
考
え
併
す
べ
き
こ
と
が
ら
が
あ

る
。
そ
れ
は
拙
稿

「
夜
半
亭
月
並
句
合
O
」
で
触
れ
た
如
く
、
安
永
四
年
頃
に
蕪

村
が
伏
水
社
中
を
対
象
に
月
並
句
合
の
判
を
し
て
い
た
形
跡
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
安
永
四
年
執
筆
と
考
え
ら
れ
る
伏
水
山
難
宛
の
二
通
の
蕪
村
書

簡
か
ら
の
推
測
で
あ

っ
た
が
、
蕪
村
の
ハ,口
う

「御
社
中
」
に
は
あ
る
い
は
車
蛯
も

含
ま
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
た
推
測
の
域
を
出
ず
、
そ

れ
を
傍
証
す
る
資
料
は
何
も
な
い
。
が
、
何
れ
に
せ
よ
、
車
蛯
が
既
に
安
永
年
間

に
京
点
者
の
月
並
句
合
に
同
門
と
も
ど
も
参
加
し
て
い
た
と
い
う
事
夷
は
、
後
に

几
董
判
句
合
を
継
承
し
て
判
者
と
な
る
紫
暁
の
、崩
歴
と
し
て
注
意
し
て
お
く
べ
き

こ
と
が
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
、

さ
て
、
安
永
六
年

『
丁
酉
載
』
に
お
い
て
改
号
し
た
紫
暁
の
そ
の
後
で
あ
る
が
、

天
明
七
年
ま
で
の
約
十
年
間
に
つ
い
て
は
詳
し
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
執
筆
年

代
未
詳
三
月
二
十

一
[
付
藤
屋
宛
蕪
村
書
簡
に
、

花
見
す
り
も
の
今
は
板
下
い
た
し
彫
工
へ
わ
た
し
珂
申
候
、

(略
)
木
屋
町

紫
暁

へ
万
妻
托
置
候
、
出
来
上
御
う
け
取

〔
可
〕
被
下
候
。

と
そ
の
名
が
見
え
、
蕪
村
没
後
も
天
明
六
年
刊
几
董
編

『
続

一
夜
松
後
集
』
に
発

句
二
章
入
集
し
、
同
年
の
夜
半
亭
判
月
並
句
合
閏
十
月
に
洛
の
肩
書
で

一
句
入
選

し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
几
董
の
岡
辺
に
見
え
隠
れ
し
て
い
る
の
を
纏
か
に
確
認
で

き
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
明
七
年
に
な
る
と
几
董

『初
懐
昏
」

に
紫
暁
の

名
が
初
め
て
登
場
し
、
同
時
に
紫
暁
は
自
ら
の
歳
旦
帳

『
曙
双
昏
」
を
発
刊
し
て
、

夜
半
亭
門
生
で
あ
る
こ
と
を
宣
出、口
す
る
と
共
に
宗
匠
と
し
て

一
家
を
構
え
る
に
、至

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
彗
呆
月
刊

『
き
く
の
宿
」
収
録
の
九
月
几
壷
市
中
転
居
新
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莚
句
会
の
歌
仙

・
十
月
祖
翁
忌
追
善
百
韻
に
紫
暁
の
名
が
見
え
、
発
句

二
章
が
入

集
す
る
の
も
そ
の
交
流
の
深
ま
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た

『
晋
明
集
四
稿
』

天
明
七
年
冬
の
項
に

「
贈
紫
暁
梧
右
辞
」
と
題
す
る
几
董
句

文

及

び

「
聴
亀
菟

会
」
の
記
録
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
紫
暁
の
俳
諮
に
対
す
る
情
熱
が

高
ま

っ
て
来
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
以
後
寛
政
五
年
ま
で
の
紫
暁
は
、

几
董
追
善
集
編
纂
を
申
心
に
極
め
て
活
発
な
俳
諮
活
動
を
し
て
い
る
。

天
明
八
年
几
董

『
遊
子
行
』
に
発
句
入
集

『
松
の
そ
な
た
』
(鱗

行
記
念
集
)刊

寛
政
元
年
几
董

『
初
懐
需
』
に
発
句
他
入
集

『
寛
政
己
酉
句
録
』
に
紫
暁
の
名
頻
出
-

冬
、
几
董
没
ー

寛
政
二
年

『
よ
し
の
記
行
』

(几
董
遺
稿
)
刊

『
鐘
筑
波
』

(几
董
小
祥
忌
追
善
集
)
刊

寛
政
三
年

〔
春
帖
〕
刊
〈
未
見
〉

『
こ
の
時
雨
』

(几
董
三
回
忌
追
善
集
)
刊

寛
政
四
年

『
ま
だ
ら
日
記
』

(紫
暁
城
崎
行
記
念
集
)
刊

寛
政
五
年

『
あ
け
ぼ
の
草
需
』
刊

『も

＼
ち
ど
り
』

(芭
蕉
百
回
忌
追
善
集
)
刊

天
明
七
年
に
歳
旦
帳
を
発
刊
し
宗
匠
と
し
て

一
家
を
構
え
た
と
思
わ
れ
る
紫
眺

で
あ
る
が
、
そ
の
点
業
を
伝
え
る
資
料
は
寛
政
三

・
四
年
に
な

っ
て
よ
う
や
く
日

に
つ
く
よ
う
に
な
る
。
先
ず
寛
政
三
年
刊

『
こ
の
時
雨
』
に
は

「
聴
亀
葬
選
四
季

句
合
抜
奉
三
十
五
吟
」
と
し
て
、
四
季
発
句
三
十
五
章
を
挙
げ
て
い
る
、
こ
れ
は

内
容
か
ら
見
て
、
四
季
自
由
題
に
よ
る

一
時
的
な
句
合
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
.

作
者
を
地
域
別
に
示
す
と
、
京
ー
杜
栗

・
芙
雀

・
呂
蛤

・
佛
狸

・
蘭
翅

・
車
容
、

山
科
i
雀
邨
、
城
南
林
i
麦
子
、
浪
華
-
霞
外

・
芝
鳳

・
撫
室

・
鳳
卿

・
仙
興

・

甘
三
、
江
日
埜
-
芦
牛

・
湛
水
、
江
刀加
-
成
鷹
、
高
砂
-
右
契

・
李
冠
、
摂
灘
ー

二
黍

・
青
牛

・
千
圭
、
播
磨
-
湛
露

・
東
圃
、
伊
丹
-
東
瓦
、
廣
罵
-
可
友
と
転15

り
計

二
十
六
名
、
雀
邨
の
三
句
入
選
を
最
多
と
す
る
。
作
者
圏
は
広
い
が
、
作
者

数

・
選
句
数
か
ら
考
え
て
小
規
模
の
催
し
で
あ

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
同
様
の
句

合
の
記
録
は
寛
政
四
年

『
ま
だ
ら
日
記
』
に
も
見
ら
れ
る
。

「
聴
亀
葬
選
四
季
句

合
抜
葦
十
七
章
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
作
者
は
京
-
里
春

・
春
披

・
車
容
、
山

科
i
雀
邨

・
加
折
、
在
京
-
麦
子
、
城
南
-
下
方
、
江
日
埜
i
素
角

・
芦
牛
、
浪

花
-
甘
三
、
ハ
リ
マ
ー
東
圃
、
伊
丹
-
東
瓦
、
高
砂
i
右
契

・
菊
躬

(李
冠
)
、

摂
灘
-
青
牛
の
計
十
五
名
で
あ
る
が
、
う
ち
十
名
は

『
こ
の
時
雨
』
収
録
の
句
合

に
出
て
い
た
作
者
で
あ
る
。
こ
れ
も
作
者
圏
は
広
い
が
、
前
回
よ
り
も
更
に
小
親

模
の
句
合
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

『
ま
だ
ら
日
記
」
に
は
こ
れ
以
外
に
も
紫
暁
に
点

業
が
あ

っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
記
事
が
あ
る
。
そ
の

一
は

「石
菖
を
し
こ
け

ハ
き
い
と
匂
ふ
か
な
、
車
容
」
の
句
に
あ
る

「
聴
亀
判
角
力
合
に
」
と
い
う
前
書

で
あ
る
。
こ
の
車
容
句
は
寛
政
八
年
刊

『
う
き
草
日
記
』
に
も
や
や
句
形
を
異
に

し
て
出
て
お
り
、
そ
れ
に
は

「
聴
亀
庵
即
評
角
力
合
に
」
と
い
う
前
書
を
付
す
。

そ
の
二
は
、
対
馬
社
中
の
句
に
紫
暁
が
判
を
し
た
記
録
で
、

「朝
鮮
呼
崎
堂
の
若

和
布
を
贈
り
て
聴
宗
匠
の
安
否
を
伺
ふ
序
社
友
の
稿
を
登
せ
て
選
を
願
ふ
」
と
前

書
し
、
対
易
ー
賀
瑞

・
臼
眠

・
洛
水

・
眠
鷺
の
句
各

一
章
を
挙
げ

る
。

以

上
、

『
こ
の
時
雨
』

『
ま
だ
ら
日
記
』
両
書
に
見
え
る
紫
暁
判
句
合
の
詳
細
は
定
か
で

は
な
い
が
、
紫
暁
が
寛
政
三

・
四
年
に
点
業
を
行
な

っ
て
い
だ
こ
と
は
確
認
さ
れ
、

寛
政
五

・
六
年
に
月
並
句
合
が
生
ま
れ
る
背
景
は
あ

っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ

・り
。

の

寛
政
五

・
六
年
紫
暁
撰
月
並
句
合

天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵

『月
並
句
合
』

(わ

・
一
七
三

∴
二
七
)
は
、
寛
政

五
年
紫
暁
撰
月
並
句
合
の
摺
り
物
を
綴
じ
合
わ
せ
た
も

の
で

あ

る
。

『
月
並
句

合
』
は
半
紙
本

一
冊
、
縦
二
三

・
○
。糎
横

一
六

・
二
糎
。
表
紙
は
後
補
茶
色
で
題

籏
は
な
い
。
全
十
三
丁
で
あ
る
が
、
第

一
紙
は
所
持
者
竹
葉
亭
白
水
の
自
句
書
き

込
み
で
、
残
り
十
二
丁
が
紫
暁
撰
句
合
の
摺
り
物
で
あ
る
。
こ
の
摺
り
物
は
半
丁
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十
行
の
若
草
色
罫
紙
を
使
用
し
、

板
芯
は

罫

紙

匡

郭

は

縦

一
七

・
五

糎

横

二
七

・
四

糎

。

い

▲

○

一

と
あ

っ
て
、
下
部
○
欄
に
丁
付
を
入
れ
る
。
こ
の
野
紙
は
几
董
が
天
明
六

・
七
年

句
合
に
使
用
し
た
も
の
と
全
く
同
型
で
あ
る
が
、
匡
郭
は
そ
れ
よ
り
も

一
回
り
小

さ
い
。
ま
た
、
全
十
二
丁
と
も
罫
線

の
欠
落
箇
所
が

一
致
す
る
の
で
、
同

一
板
木

に
よ
り
量
産
さ
れ
た
罫
紙
と
思
わ
れ
る
。

寛
政
六
年
度
分
は
、
柿
衛
文
庫
蔵

『
月
並
抜
句
集
」
に
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
も
半
紙
本
大
の

一
冊
で
、
縦
二
二

・
七
糎
横

一
六

・
三
糎
。
表
紙
は
後
補
で
、

上
部
に
青
色
下
部
に
茶
色
の
曇
り
の
あ
る
用
紙
を
使

い
、
題
簸
は
な

く

左

肩

に

「
月
並
抜
句
集
」
と
墨
書
き
す
る
。
全
四
十
七
丁
の
う
ち
、
前
半

二
十
二
丁
は
寛

政
六
年
春
鴎
舎
来
之
評
月
並
句
合
の
摺
り
物
、
後
半

二
十
五
丁
が
同
年
紫
暁
撰
の

月
並
句
合
摺
り
物
で
あ
る
。
紫
暁
の
摺
り
物
は
天
明
五
年
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と

全
く
同
型
同
色
の
罫
紙
で
、
匡
郭
は
正
確
に
計

っ
て
い
な
い
が
写
真
よ
り
推
算
す

る
に
五
年
度
分
と
同
寸
法
ら
し
く
、
ま
た
罫
線
の
欠
落
箇
所
も
全
丁
五
年
の
も
の

に

一
致
す
る
の
で
、
同
じ
板
木
に
よ
る
用
箋
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
以
上
の
摺
り
物
の
内
容
で
あ
る
が
、
寛
政
五

・
六
年
と
も
正
月
分
巻
頭

三
行
に平
安
聴
亀
葬
撰

月
並
句
合
抜
葦

寛
政
五
癸
丑
正
月

惣
句
二
百
七
十
章
之
内

題

七
種

柳

凍
解

御
忌

猫
恋

平
安
聴
亀
葺
撰

月
並
句
合
抜
奉

寛
政
六
甲
寅
正
月

惣
句
四
百
二
十
章
之
内

題

寳
引

松
の
華

春

の
雪

白
灸

東
風

と
、
撰
者
名

・
年
月
記

・
惣
句

・
季
題
五
を
挙
げ
、
以
下
高
点
句
か
ら
順
に

「右

十
七
印
」

「
左
十
五
印
」
の
如
く
点
印
別
に
数
句
つ

つ
入
選
句
を
並
記
し
巻
末
に

及
ぶ
。
二
月
以
降
は
巻
頭
に
月
数

・
惣
句

・
季
題
五
を
挙
げ
、
以
下
同
じ
よ
う
に

点
印
別
に
入
選
句
を
並
記
す
る
。
こ
の
形
式
は
寛
政
五

・
六
年
を
通
じ
て
変
わ
る

こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
寛
政
五
年

二

・
三

・
四
月
及
び
六
年
の
す
べ
て
の
月
に
は

巻
末
の
欄
外
も
し
く
は

欄

内

に

「
三
十
四
＼
吟
露

二
十
九

＼
至
幸

廿
七
＼

難

以
下
署
」

(五
年
二
月
)
と
い
う
よ
う
に
、
総
合
響

…で
上
位
を
占
め
荏

者
名
が
第

一
位
か
ら
二
位
あ
る
い
は
三
位
ま
で
記
載
さ
れ
る
。
寛
政
五
年
三
月

の

摺
り
物
を
左
に
例
示
す
る
。

『「一 一　　 一

三
月
々
並
抜
葦

惣
句
二
百
七
拾
五
章
之
内

題

汐
干

董

わ
か
鮎

藤

壬
生
ね
ふ
つ

摘
事
も
ゆ
る
し
色
な
り
華

董

深
艸
柏
葉

児
を
か
り

て
ミ
ふ
の
念
佛

に
も

ふ
て
見

仲
亭

右
十
五
印

▲

㊥

駕
を
出

て
は
た
し
遊

ひ
の
汐
干
哉

セ
リ
川
吟

露

う ξ

 

小
嶋
よ
り
ま
ね
く
扇
や
汐
干
潟

南
昌

右
十
印

三
十
七
点
仲
亭

三
十
五
～
南
昌

三
+
四
～
魏
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次
に
、
寛
政
五

・
六
年
紫
暁
撰
月
並
句
合
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
月
数

・
丁
付

・
点
印
別
入
選
句
数

・
各
月
入
選
句
合
計

・
惣
句
数

・
総
合
得
点
集
計
の
有
無

・

そ
の
他
留
意
事
項
を

一
覧
表
に
し
て
み
る
。
表
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。

以
下
表
1
に
よ
り
、
先
行
の
几
董
判
句
合
と
比
較
し
つ
つ
紫
暁
撰
句
合
の
概
略

を
把
握
し
て
み
よ
う
。
先
ず
、
寛
政

五

・
六
年
紫
暁
撰
句
合
の
摺
り
物
が
完
備
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
お
く
。
表
1
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
五

・
六

年
を
通
じ
て
最
も
例
が
多
く
基
本
的

と
思
わ
れ
る
紫
暁
摺
り
物
の
形
式
は

「月
数

・
惣
句

・
入
選
句
点
印
別
並
記

・
総
合
得
点
集
計
」
と
い
う
そ
れ
で
あ
る
。
寛
政

六
年
分
は
す
べ
て
こ
の
形
式
を
満
た
し
丁
付
も
抜
け
て
い
る
所
は
な
い
の
で
、
完

備
し
て
い
る
と
考
え
て
間
違
い
は
な
い
。
同
じ
観
点
か
ら
五
年

二
～
四
月
に
も
落

丁
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
五
年

六

・
八
～
十
二
月
に
は
総
合
得
点
集
計
が
見

ら
れ
な
い
が
、
十

一
・
十
二
月
の
よ
う
に
巻
末

に
空
白
を
残
し
た
ま
ま
の
例
も
あ

る
こ
と
か
ら
判
断
す
れ
ば
集
計
を
し
な
い
月
も
あ

っ
た
わ
け
で
、
六

・
八
～
十
二

月
に
も
や
は
り
落
丁
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
五
年

一

・
五

・
七
月
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
月
の
巻
末
数
句
に
は
点
印
が
見
ら
れ
な
い
。

摺
り
物
に
掲
載
し
た
入
選
句
に
点
印
が
な
い
の
は
五

・
六
年
を
通
じ
て
他
に
例
が

な
く
、
お
そ
ら
く
五
年

一
・
五

・
七
月
に
は
各

一
丁
の
落
丁
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は

一
月
と
二
月
の
問
に
丁
付
◎
が
抜
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
よ
う
、

五
年

一
・
五

・
七
月
の
入
選
句
合
計

に
プ
ラ
ス

α
と
し
だ
の
は
こ
の
理
由
に
よ
る
。

な
お
、
丁
付
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
五
年
度
分
は
八
月
に
㊦
九
月
に
⑳
と
些
か
の

混
乱
が
あ
り
六

・
七

・
十
～
十
二
月

は
空
白
の
ま
ま
で
不
統

一
の
諦
り
を
免
が
れ

な
い
が
、
五
年
前
半
分
及
び
六
年
度
分
か
ら
察
す
る
に
通
し
の
丁
付
と
す
る
つ
も

り
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
に
月
並
句
合
の
摺
り
物
に
通
し
で
丁
付
を
入
れ

る
の
は
既
に
几
董
に
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
紫
暁
は
先
師
の
例
に
そ
の
ま
ま
倣

っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
表
1
か
ら
最
初
に
気
付
く
の
は
、
こ
の

一
連
の
摺
り
物
が

一
～
三
丁
当

他のそ惣句 墾鰭

 

入
選
句

表1

〈点印別入選句数〉
十十十十十十十十
八七六五四三ニー十九八?

 

丁
付

巻未4句点印なし

∠麟 鋸魏 し

巻末7句 点印なし

 

ム
ソ
あ
ソ
バ
ソ

あ

あ

あ

巻末5行空白
同 上

0ウ 終行空白

㊤ウ終行空臼

愚 ウ終行空白
●1/

ii

//

 

り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り
り

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

270
350
275
210
285
205
255
240
255
310
175
160

420
645
525
375
495
645
625
650
540
760
815
890
910

14-1-a

16

16

16

16-f-a

16

17-十一≪

16

16

16

10

9

 

4
只
u
Q
ゾ
QO

ρ
0

7
8

2

Q
》

つ
σ
9
臼

11

7

11

9

3

2

『0
0◎

　

4

7

10

5

10

5

4

3

7

1

0

3

6

6

7

5
2

3

5

3

3

0
5

3

3

1

1

1

3
3

3

2

3

3

5
5

1515
1513
511
79
17

17
8

7

8

10

20

20

18
1212
924
126
12
1013
30
20

 

5

13

15

◎
⑳

0
㊤
㊥
⑳
㊨
○
○
㊦
⑳
○
○
O

e
θ
㊨
㊨
㊨
⑪
㊥
㊤
@
㊧
㊧

月

数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

〈
寛

政

五

年
V

⑳
㊥
㊤
㊧
㊥
⑳
器㊨
㊤

1

2

3

4

5

6
7

8

9

10

11

11
12

閏

〈

寛

政

六

年

〉
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て
の
極
め
て
整
然
た
る
月
割
り
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
紫
暁
撰

句
合
の
摺
り
物
が
月
毎
に
き
ち
ん
と
印
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の

こ
と
は
、
五
年
五

・
十

・
十

一
月
及
び
六
年

一
・
七

・
九
～
十
二
月
分
に
そ
れ
ぞ

れ

一
行
か
ら
五
行
の
空
臼
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
。
同
じ
よ
う
な
現
象

は
几
董
判
句
合
の
摺
り
物
に
も
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
摺
り
物
が
月
珂
で
あ
る
が

故
の
現
象
で
あ
る
。
ま
た
、
五

・
六
年
両
年
分
の
摺
り
物
の
筆
蹟
は
私
見
に
よ
れ

ば
、
五
年

一
～
五
月

・
六
～
十
二
月

(紫
暁
筆
か
)

・
六
年
正
月
～
十
二
月
と
..一

度
交
替
し
て
い
る
が
、
同

一
筆
者
の
手

に
な
る
範
囲
に
於
て
も
各
月
の
字
の
大
き

さ
及
び
摺
り
の
墨
色
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
不
統

一
も
摺
り
物

が
月
刊
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す

一
証
左
と
な
ろ
う
。
先
行
の
几
董
判
句
合
に
あ

っ

て
も
入
選
句
披
露
の
摺
り
物
は
月
刊

を
原
則
と
し
て
い
た
が
、
間
々
二

∴
二
ヶ
月

に
ま
た
が
る

一
括
披
露
も
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
れ
に
比
較
す
れ
ば
、
紫
暁
は
実
に

几
帳
面
に
月
刊
を
遵
守
し
た
と
言
え
る
。
が
、
こ
れ
は
紫
暁
の
性
格
に
帰
せ
ら
る

べ
き
問
題
で
は
な
く
、
次
に
述

べ
る
紫
暁
撰
句
合
の
点
数
を
前
面
に
出
し
て
の
入

選
句
披
露
形
式
と
関
係
の
あ
る
こ
と
が
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

紫
暁
撰
句
合

の
摺
り
物
は
先
に
述

べ
た
よ
う
に
点
印
別
に
入
選
句
を
並
記
す
る

の
を
例
と
す
る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
点
印
は
十
八
印
か
ら
八
印
ま
で
あ
り

(但
し
、

九
印
は
見
当
た
ら
ず
)
、
入
選
句
の
多
く
は
十
五

・
十
二

・
十
印
に
集
巾
し
て
い

る
。
ま
た
巻
頭
の
句
も
五
年

一
月

の
よ
う
に

一
句
だ
け
と
い
う
の
は
む
し
ろ
例
外

で
、
数
句
を
並
べ

一
括
し
て
最
高
点

と
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
極
端
な
場
合
は
、

六
年
五
月
の
よ
う
に
入
選
句
十
七
章
す
べ
て
十
印
と
す
る
例
さ
え
見
ら
れ
る
。
さ

て
、
こ
の
よ
う
な
紫
暁
句
合
に
お
け
る
点
数
を
前
面
に
出
し
て
の
入
選
句
披
露
は
、

先
行
の
几
董
判
句
合
と
は
や
や
趣
を
異
に
す
る
。
几
董
判
句
合
に
於
て
も

「
右
七

句
十
点

・
右
十

一
句
九
点
」

(天
明

六
年
六
月
)

「
十
印
十
三
章
」

(天
明
七
年

一
月
)
と
い
う
よ
う
に
、
数
句
を
並
記
し
て
点
印
を
付
す
例
は
間
々
見
受
け
ら
れ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
惣
句
数

(寄
句
数
)
の
多
い
月
に
限
ら
れ
て
い
て
、
基
本

的
に
は
点
数
を
示
さ
ず

陽
炎
に
花
焦
し
た
る
椿
か
な

池
田
東
簾

き
の
ふ
の
雨
に
う
つ
ろ
へ
る
花
の
日
に
あ
ひ
て
龍
漸
燗
れ
た
る
を
陽
炎
に
照
し

合
せ
て
花
焦
し
た
る
と
い
ふ
作
意
新
意
に
し
て
粉
骨
あ
り

一
巻
の
秀
逸
た
る
へ

し

(天
明
七
年

一
月
)

と
い
う
よ
う
に
、
綿
密
に
し
て
か
つ
懇
切
～
寧
な
る
句
評
を
付
し
、
高
点
順
に
句

を
並
べ
る
の
を
基
本
形
式
と
し
て
い
た
。
そ
れ
に
総
合
得
点
集
計
は
几
董
判
句
合

に
は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
几
董
判
句
合
に
は
、
判
者

・
投
句
者
に
そ
れ
ぞ
れ

作
句
指
導

・
修
練
と
い
う
性
格
が
色
濃
く
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
紫
暁
撰
句
合

に
至

っ
て
は
既
に
そ
の
よ
う
な
意
識
は
失
な
わ
れ
、
句
合
の
興
味
は
も
は
ら
点
取

り
に
移

っ
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
興
味
に
支
え
ら
れ
た
句
合
で
あ

れ
ば
こ
そ
、
入
選
句
披
露
の
摺
り
物
も

い
き
お
い
月
刊
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
惣
句
数

(寄
句
数
)
と
入
選
率
に
つ
い
て
見
る
。
寛
政
五
年
紫
暁
撰
句
合

の
惣
句
数
年
聞
合
計
は
二
九
九
〇
章
で
月
平
均
約
二
四
九
章
、
六
年
は
年
聞
八
二

九
五
章
で
月
平
均
約
六
三
八
章
と
な
り
前
年
よ
り
倍
以
上
増
え
て
い
る
が
、
両
年

を
通
じ
て
の
月
平
均
は
約
四
五

一
章
に
留
ま
る
。
そ
れ
に
較
べ
、
天
明
四
年

一
月

か
ら
七
年
五
月
ま
で
の
几
董
判
月
並
句
合

(天
明
五
年

一
月
か
ら
六
年
四
月
ま
で

の
別
立
て
の
句
合
も
含
む
)
に
於
て
、
惣
句
数
の
記
載
の
あ
る
月
は
天
明
四
年
四

・
五

・
八
～
十
月

・
六
年

一
～
十

一
月

(含
閨
十
月
)

・
七
年

一
～
五
月

・
別
立

て
の
句
合
六
年
二
～
四
月
の
計
二
十
五
ヶ
月
で
、
こ
の
惣
句
数
合
計
は

一
八
三
三

〇
章
で
月
平
均
約
七
三
三
章
で
あ
る
。
几
董
判
句
合
で
は
惣
句
数
が
記
さ
れ
な
い

月
も
多
い
の
で
、
断
定
は
で
き
な
い
が
、
概
ね
紫
暁
撰
、句
合
よ
り
も
月
平
均
の
惣

句
数
は
多
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

『月
並
抜
句
集
』
前
半
部
に
合
綴
さ
れ

る
寛
政
六
年
来
之
評
の
月
並
句
合
で
は
、
年
間
に

一
三
九
〇
五
章
月
、平
均
約

一
〇

七
〇
章
を
集
め
て
い
る
。
先
師
几
董
あ
る
い
は
同
時
期
の
来
之
以
上
に
句
を
集
め
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る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
は
、
点
者
と
し
て
の
紫
暁
の
力
量
を
示
す
も
の
で
あ

ろ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
惣
句
数

記
載
に
つ
い
て
几
董

・
紫
暁

・
来
之
の
句
合
に

は
極
め
て
興
味
あ
る
共
通
し
た
現
象
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
几
董
判
句
合

天
明
四
年
九
月
の

「
四
百
余
句
」
天

明
六
年
十
月
の

「
凡
八
百
十
句
」
と
い
う
や

や
曖
昧
な
記
載
を
除
き
、
他
は
す

べ
て
惣
句
数
が
五
の
倍
数
と
し
て
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
三
者
の
句
合
は
各
月
の
季
題
が
五
で
あ
る
こ
と
も
共
通
す
る
。

軽
々
し
い
推
測
は
避
け
る
べ
き
で
あ

ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
句
合
で
は
あ
る
い
は
季

題
五
句

一
組
と
い
う
投
句
形
式
を
採

っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
次
に
入
選
率

で
あ
る
。
寛
政
五
年
紫
暁
撰
句
合

で
は
、
正
確
な
入
選
句
数
の
わ
か
ら
な
い

一
・

五

.
七
月
を
除
い
て
入
選
句
合
計
は

一
三

一
章
で
同
じ
く
惣
句
数
合
計
二

一
八
〇

章
で
あ
る
か
ら
、
平
均
入
選
率
は
約
6
%
。
六
年
分
は
約
翻
%
で
あ
る
。
六
年
分

は
惣
句
数

の
増
加
に
伴
な
い
幾
分
か
撰
が
厳
し
く
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
両
年

と
も
几
董
の
場
合
に
較

べ
て
入
選
率

は
高

い
。
先
に
挙
げ
た
几
董
判
句
合
で
惣
句

数
判
明
の
二
十
五
ヶ
月
の
う
ち
、
や
は
り
正
確
な
入
選
句
数
不
明
の
天
明
七
年
五

月
を
除
き
、
入
選
句
合
計
は
四
八
四
章
惣
句
数
合
計

一
七
七
八
〇
章
で
、
平
均
入

選
率
は
約
"
%
で
あ

っ
た
。
紫
暁
は
几
董
に
比
較
す
れ
ば
か
な
り
緩
や
か
な
基
準

で
句
を
撰
し
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
れ
も
や
は
り
、
俳
譜
修
練
と
い
う
性
格
を
失

な

っ
た
紫
暁
撰
句
合
の
あ
り
方
と
無

関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
ち
な
み
に
記
せ
ば
、

寛
政
六
年
来
之
評
句
合
の
平
均
入
選
率
は
約
"
%
で
あ
る
。

次
に
作
者
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。
表
π
は
寛
政
五
年
紫
暁
撰
句
合
に
入
選

す
る
作
者
を
地
域
別
に
分
け
、
そ
の
年
間
入
選
句
数
を
合
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

京

の
遅
日
が
春
披
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の

一
・
九
月
の
入
選
句

「
七
種
や
日
枝
か

ら
見
た
る
大
内
裏
」
「
雲
は
や
く
不

二
を
動
す
野
分
哉
」
が
寛
政
六
年

『
鷹
風
呂
』

に

「春
披
」
と
し
て
出
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
。
ま
た
大
椿
が
呂
蛤
の
別
号
で
あ
る

こ
と
は
次
章

に
述

べ
る
通
り
で
あ
る
。
表
皿
を

一
覧
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
寛

政
五
年
は
概
ね
京
と
そ
の
近
辺
を
主

た
る
作
者
圏
と
し
て
い
る
。
で
は
、
こ
こ
に

出
る
作
者
は

一
体
ど
の
よ
う
な

人
達
で
あ
る
の
か
。
表
π
に
於

て
、
頭
に
○
印
を
付
し
た
の
は

天
明
四
年

一
月
～
七
年
五
月
の

几
董
判
句
合
に
少
な
く
も

一
度

は
入
選
し
て
い
る

作

者

で
あ

る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
人
々

は
か

っ
て
紫
暁
と
共
に
几
董
判

句
合
に
句
を
投
じ
そ
の
判
を
仰

い
で
い
た
わ
け
で
、
几
董
没
後

紫
暁
が
撰
を
す
る
こ
と
に
な

っ

た
句
合
に
参
加
し
て
来
て
も
何

ら
不
思
議
で
は
な
い
作
者
な
の

で
あ
る
。
○
印
を
付
し
た
作
者

は
こ
の
年
の
入
選
作
者
六
十
六

名

の
う
ち
十
六
名
、
お
よ
そ
四

人
に

一
人
は
几
董
判
句
合

の
経

験
者
と
い
う
計
算
に
な
る
。
ま

だ
、
○
印
十
六
名
の
入
選
句
合

計
は
八
三
句
で
年
間
入
選
句
合

計

一
七
八
句
で
あ
る
か
ら
、
半

数
近
く
を
占
め
る

こ
と

に

な

る
。
こ
の
数
字
か
ら
、
寛
政
五

年
紫
暁
撰
句
合
は
几
董
判
句
合

の
経
験
者
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ

て
い
た
と
い
う
見
方
も
成
り
立

1表
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つ
。
し
か
し
な
が
ら
、
紫
暁
は
几
董

の
遺
産
に
全
面
的
に
よ
り
か
か

っ
て
い
た
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
表
皿
の
△
印

は
、
そ
の
作
者
が
天
明
七
年

『
曙
双
紙
』
か

ら
寛
政
五
年

『も

＼
ち
ど
り
』
ま
で
の
紫
暁
著
書
に

一
度
は
顔
を
見
せ
る
作
者
で

あ
る
。
○
印
と
重
な
る
作
者
も
多

い
が
、
京
の
孤
秀

・
橘
仙

・
伏
水
の
錦
圃

・
山

科
の
雀
村

・
加
折

・
池
田
の
阿
柳

・
左
言

・
魯
坊
ら
は
、
几
董
判
句
合
と
は
お
そ

ら
く
関
わ
り
の
な
か

っ
た
作
者
達
で
あ
る
。
寛
政
五
年
句
合
は
几
董
判
句
合
の
経

験
者
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
紫
暁
と
ゆ
か
り
の
あ
る
作
者
を
そ
こ
に
加
え
て
成
立

し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
各
地
域
で
多
数
入
選
を
果
た
し
て

い
る
作
者
、
京
の
南
昌

・
遅
日

・
伏
水
の
買
山

・
山
科
の
雀
村

・
浪
花
の

一
透

・

池
田
の
左
言
は
と
り
わ
け
紫
暁
著
書

と
の
関
わ
り
が
深
い
。
各
地
域
の
世
話
人
は

こ
れ
ら
の
人
々
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
特
に
、
京
の
遅
日

(春
披
)
伏
水
の
買
山

は
几
董
判
句
合
に
毎
年
参
加
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
先
行
す
る
蕪
村
判

句
合
か
ら
夜
半
亭
月
並
句
合
に
関
わ

っ
て
来
た
経
歴
を
持
ち
、
世
話
人
と
し
て
は

実
に
適
格
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

寛
政
六
年
度
は
、
惣
句
数
の
増
加

と
並
行
し
て
入
選
作
者
数
も
年
間
で
百
十
名

と
増
え
て
来
て
い
る
。
う
ち
わ
け
を
記
せ
ば
、
京
は
南
昌
42

・
遅
日
39
を
頭
に
五

十
三
名
、
伏
水
は
買
山
26
以
下
十
七
名
、
山
科
は
雀
村
3
以
下
五
名
、
浪
花
は

一

透
10
以
下
十
七
名
、
池
田
は
紫
電
3

・
如
山
3
以
下
五
名
、
敏
馬
浦
は
月
丘
1
以

下
四
名
、
他
に
嵯
峨

・
深
草

・
洛
東

・
栗
津

・
神
足

・
丹
州
亀
山

・
東
都

・
西
宮

・
灘
大
石
各

一
名
で
あ
る
。
主
た
る
作
者
圏
に
大
き
な
移
動
は
な
い
が
、
五
年
に

は
見
ら
れ
な
か

っ
た
地
名
が
幾

つ
か
加
わ
り
い
く
ら
か
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

几
董
判
句
合
経
験
者
に
紫
暁
ゆ
か
り

の
作
者
を
加
え
て
の
大
勢
に
変
わ
り
は
な
い
。

ま
た
、
各
主
要
地
域
の
世
話
人
と
思
わ
れ
る
作
者
は
、
池
田
を
除
き
、
寛
政
五
年

と
同
じ
よ
う
に
多
数
入
選
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
年
の
句
合
で
、
他
に
目
に
つ

く
の
は
春
披

一
族
の
進
出
で
あ
ろ
う
。
前
年
の
句
合
で
は
遅
日
以
外
の
名
は
見
え

な
か

っ
た
が
、
こ
の
年
は
遅
日
39
を
は
じ
め
と
し
て
春
峰
16

(春
披
息
)

・
春
花

10

(春
披
息
)

・
一
冠
3

(春
披
甥
)

・
万
佐
女
2

(春
披
妻
)
と
、
そ
の

一
族

の
入
選
句
は
計
七
〇
章
に
及
ぶ
。
こ
れ
は
全
体
の
入
選
句
数
の
17
%
を
越
え
て
い

る
。
几
董
没
後
、
春
披
は
紫
暁
と
と
り
わ
け
親
密
な
間
柄
で
あ

っ
た
こ
と
は
下
村

を
さ
む
氏
の
著
書

『
春
披
の
資
料
と
研
究
』
に
詳
し
い
が
、
こ
れ
も
そ
の
親
密
さ

の
反
映
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
、
先
行
の
几
董
判
句
合
と
比
較
し
つ
つ
寛
政
五

・
六
年
紫
暁
撰
月
並
句
合

の
概
略
を
述
べ
て
来
た
が
、
そ
の
後
紫
暁
の
月
並
句
合
は
ど
う
な

っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
紫
暁
は
寛
政
六
年
以
降
も
蕪
村

・
几
董
の
追
善
集
編
纂
を
中
心
に
積
極
的

に
俳
譜
活
動
を
行
な
い
、
享
和
元
年
に
は
二
世
春
夜
楼
を
名
乗
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
か
ら
数
年
の
う
ち
に
世
を
去

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
間
の
紫
暁
著
書
に

閲
す
る
限
り今
ハ
昔
蕪
翁
の
句
合
に
高
判
た
り
し
野
作
を
思
ひ
出
て
こ
た
ひ
の
手
向
に
も
か

な
と
消
息
に
申
し
贈
る

片
町
の
煙
軒
行
野
分
哉

管
鳥

此
二
章
ハ
亡
師
が
選
に
高
判
或
ハ
上
座
の
句
也
前
に
倣
ひ
て
袋
に
拾
ふ

魚
市
の
後
に
高
し
冬
木
立

摂
灘
士
巧

む
さ
く

と
牛
牽
入
る

＼
清
水
哉

～
士
喬

(寛
政
七
年
刊

『
雪
の
光
』)

と
い
っ
た
蕪
村
句
合
に
対
す
る
追
懐
が
目
に
つ
く
の
み
で
、
紫
暁
撰
月
並
句
合
に

関
す
る
記
事
は
管
見
に
入
ら
な
い
。

二

呂
蛤
選
月
並
句
合

呂
蛤
は

「生
涯
足
の
庵
ひ
」

(
『
鷹
風
呂
』
序
)
が
あ
っ
た
た
め
か
、
紫
暁
ほ

ど
盛
ん
に
俳
譜
活
動
を
し
て
お
ら
ず
、
几
董
と
の
関
係
も
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
は
わ

か
ら
な
い
。
が
、
天
明
六
年
几
董

『
初
懐
昏
』
及
び

『続

一
夜
松
後
集
』
に
初
め

て
そ
の
名
が
見
え
、
同
年
几
董
判
月
並
句
合
に
参
加
し
て
二

・
三

・
十

・
閏
十
月
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に
各

一
章
と
別
立
て
の
句
合

一
・
二
月
に
各

二
章

(
一
月
は
巻
頭
と
二
位
を
占
め

る
)
の
入
選
を
果
た
し
て
お
り
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
何
ら
か
の
交
流
が
始
ま

っ
た
と

思
わ
れ
る
。
翌
七
年
に
は
や
は
り
几
董

『初
懐
紙
』
に
入
集
し
、
句
合
で
は
五
月

に
入
選
し
て
巻
頭
の
位
を
得
て
い
る
。
天
明
八
年

『
遊
子
行
』
に
は
発
句

一
章
が

入
集
す
る
。
ま
た
几
董
没
年
の
寛
政

元
年
に
も

『初
懐
需
』
に
名
が
見
え
、

『
寛

政
己
酉
句
録
』
に
そ
の
名
が
散
見
す
る
。
そ
れ
以
降
の
呂
蛤
は
、
寛
政
三
年
に
歳

旦
帳

『
は
つ
す
ゴ
り
』
を
発
刊
し
た
後
、
四
年
に

『初
す

ゴ
り
』
六
年
に

『
鷹
風

呂
』
七
年
に
は
几
董
七
回
忌
追
善

『
金
剛
心
』
の
著
が
残
る
。
か
よ
う
に
、
紫
暁

に
較

べ
れ
ば
極
め
て
縄
か
な
足
跡
し
か
残
さ
な
い
呂
蛤
で
あ
る
が
、
彼
も
ま
た

一

家
を
構
え
点
業
を
し
て
い
た
こ
と
は
、
寛

政

九

年

刊

『誹
譜
家
譜
後
拾
遺
』
の

「
平
安
点
業
者
流
家
系
」
の
項
に
黒
瀬
去
舟
-
黛
山
の
俳
系
と
し
て

「呂
蛤
西
村

氏
号

ス
ニ山
鳥
房
ト
一住
居
新
町
丸
太
町
下
ル
丁
」
と
出
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。
で
は
、
呂
蛤
が

一
家
を
構
え
た
の
は
何
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
『
鷹
風
呂
』

の
重
厚
序
文

(寛
政
六
晩
夏
書
)

に

「京
師

一
人
の
詞
宗
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ

以
前
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ま
た
、

『誹
譜
家
譜
後
拾
遺
』
の
草
稿
本
と

も
言
う
べ
き

『再
々
篇
誹
譜
点
業
家
譜
』

(天
理
図
書
館
綿
屋

文

庫

蔵
)
で

は

「天
明
丁
未
歳
當
時
在
京
点
者
流
家
系
」
の
項
に
呂
蛤
の
名
が
見
え
、
更
に
同
書

巻
末
の

「當
時
現
存
詞
宗
家
襲
句
短
冊
到
來
不
混
於
列
席
次
第
」
に
出
る
呂
蛤
肩

書
に
は
寛
政
戌
五
月
に

「届
」
を
し
た
旨
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
書
き

込
み
が
勝
峯
晋
風
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に

「
所
司
代
か
ら
点
業
を
允
許
さ
れ
」
た

意
味
の
注
記

(俳
書
大
系

『
近
世
俳
譜
名
家
集
』

「
鷹
風
呂
」
解
題
)
だ
と
す
れ

ば
、
正
式
に
宗
匠
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
は
寛
政
二
戌
年
の
こ
と
で
あ
る
。
呂
蛤

が
歳
旦
帳

『
は
つ
す
ゴ
り
」
を
発
刊

し
た
の
が
寛
政
三
年
で
あ
る
か
ら
、
寛
政
二

年
立
机
と
見
れ
ば
辻
褄
は
合
う
。
な

お
、
呂
蛤
の
俳
系
に
つ
い
て

『
再
々
篇
誹
譜

点
業
家
譜
』

『
誹
譜
家
譜
後
拾
遺
」

と
も
去
舟
-
黛
山
の
俳
系
と
す
る
が
、
実
質

的
に
は
夜
半
亭
系
と
見
る
べ
き
こ
と
は
夙
に
大
磯
義
雄
氏
の
指
摘

(
「夜
半
亭

・

春
夜
楼
の
継
承
と
末
路
」
愛
知
学
芸
大
学
報
告
第
十

一
輯
)
が
あ
る
。

呂
蛤
の
選
に
な
る
月
並
句
合
の
摺
り
物
は
紫
暁
の
よ
う
に
ま
と
ま

っ
て
は
残
ら

ず
、
桜
井
武
次
郎
氏
蔵

『
四
季
月
並
句
集
几
董
門
人
呂
蛤
撰
/
寛
政
板
』
と
題
す
る

一

冊
に
綴
じ
合
わ
さ
れ
た
十
数
丁
が
管
見
に
入

っ
た
の
み
で
あ
る
。
該
当
書
は
半
紙

本
大
、
薄
繧
色
後
補
表
紙
で
、
白
地
題
籏
を
左
肩
に
貼
り
右
の
如
く
墨
書
き
す
る
。

な
か
み
は
全
六
十
二
丁
で
、
大
椿
子

・
呂
蛤

・
伴
松
庵
幾
風

・
幕
天
斎

一
鳳

・
冠

芳
斎

・
麦
里
房

・
稲
泉

・
図
南
ら
各
判
の
月
並
句
合
摺
り
物
を
綴
じ
合
わ
せ
た
も

マ
マ

の
で
あ
る
。
う
ち
、
呂
蛤
選
の
も
の
に

「
己
歳
」
ま
た
麦
里
房
判
の
も
の
に

「
巳

三
月
」

「
巳
四
月
」
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
の
で
、
寛
政
九
丁
巳
年
前
後
の
も

の
を
合
綴
し
て
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
の
巻
頭
十
三
丁
が
呂
蛤
選
月
並
句
合

の
摺
り
物
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
。

合
計
十
三
丁
の
呂
蛤
選
句
合
摺
り
物
は
約
二
年
分
二
種
類
に
大
別
で
き
る
。
先

ず
前
半
六
丁
は
紫
暁
が
寛
政
五

・
六
年
句
合
に
使
用
し
た
若
草
色
罫
紙
と
全
く
同

型
の
も
の
を
用
い
、
う
ち
五
丁
は
匡
郭
の
寸
法
も
そ
れ
に
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
紫
暁

の
も
の
と
同

一
板
木
に
よ
る
用
箋
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
酷
似
し
て
い
る
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
残
り

一
丁
も
同
色
同
型
で
あ
る
が
、
縦
が
○

・
五
糎
程
短
か
い
。

以
上
の
六
丁
は
何
れ
に
も
丁
付
が
無
い
の
で
、
仮
に

一
～
六
丁
と
す
る
。
第

一
丁

か
ら
五
丁
ま
で
は
巻
頭
の

一
行
に

「
題
正
月

(～
五
月
)
之
部
」
と
記
し
、
以
下

二
行
目
か
ら
裏
終
行
ま
で
入
選
句
を
並
べ
る
。
但
し
、

一
月
分

巻

末

に

は

「
追

加
」
と
し
て

「
判
者
大
椿
子
」
の
句
を
三
章
掲
げ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
こ
の
ひ
と

ま
と
ま
り
の
摺
り
物
が
大
椿
の
判
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
呂
蛤

に
そ
の
別
号
が
あ

っ
た
こ
と
は

『
金
剛
心
』
に
収
録
さ
れ
る
孤
秀
発
句
呂
蛤
脇
句

に
よ
る
几
董
追
善
両
吟
歌
仙
前
書
に

「
一
夜
予
か
錦
江
亭
に
大
椿
子
を
と
め
て
い

さ
＼
か
師
恩
を
報
す

へ
き

一
巻
を
な
し
ぬ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

入
選
句
数
は

一
月
が
十
五
、
二
～
五
月
は
各
十
九
章
で
あ
る
。
何
れ
の
月
も
季
題

を
挙
げ
な
い
が
、
句
よ
り
判
断
す
る
に
特
に
季
題
は
定
め
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
よ
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う
で
あ
る
。
第
六
丁
は

一
行
目
に
月
数
を
記
さ
ず
季
題
五
を
挙
げ
、
以
下
十
九
章

の
入
選
句
を
並
記
す
る
。
こ
の
丁
は
季
題
か
ら
見
て
四
月
分
で
あ
る
。
第
四
丁
に

も
四
月
之
部
が
あ
り
、
用
箋

・
形
式
も
些
か
異
な
る
の
で
別
年
の
も
の
と
も
思
わ

れ
る
が
、
取
り
敢
え
ず

一
括
し
て
考

え
る
。
な
お
、
何
れ
の
月
に
も
点
印

・
総
合

得
点
集
計
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
六
丁
に
出
る
作
者
は
計
三
十
三
名
、
浪
花
の
二

名
を
除
き
他
は
す
べ
て
京
の
作
者

で
あ
る
。
ま
た
、
几
董
判
句
合
に
名
の
見
え
た

作
者
は
幕
天
(
一
鳳
で
あ
ろ
う
)
・
化
山

・
浪
花

一
透
の
三
人
だ
け
で
、
紫
暁
撰
句

合
の
よ
う
な
深

い
関
わ
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。
三
十
三
名
の
う
ち
十
四
名
は
寛
政

三
年

『
は
つ
す
ゴ
り
』
以
下
の
呂

蛤
著
書
に
出
る
作
者
で
あ
る
か
ら
、
概
ね
は
門

下
及
び
ゆ
か
り
の
作
者
対
象
の
小
規
模
な
句
合
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
六

丁
の
摺
り
物
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
寛
政
五

・
六
年
紫
暁
撰
句
合
と

酷
似
し
た
用
箋
を
使

っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
三
十
三
名
の
う
ち
七
名
が
両
年
の

紫
暁
句
合
に
も
出
る
作
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
六
丁
も
同
時
期
の

も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
て
、
後
半
七
丁
は
趣
を

一
新

し
て
縦
約

一
七

・
○
糎
横

一
三

・
二
糎
の
墨
色

匡
郭
の
あ
る
用
箋
を
使
う
。

(但

し
、
終
丁
の
み
匡
郭
が

一
回
り
小
さ
い
)
。
板

芯
は

○

と
あ

っ
て
、
下
部
に

一
～
七
と
丁
付

を
、
ま
た
第

一
・
七
丁
上
部
○
欄
に
そ
れ
ぞ

れ
春

・
夏
と
入
れ
る
。
第

一
丁
巻
頭

一
行
目
に

「
己
歳
月
並
大
菊
奄
呂
蛤
選
」
二

行
目
に
季
題
五
を
挙
げ
て
以
下
入
選
句
を
並
記
し
、
巻
末
欄
外
に
は

「天
鈍
来

地

一
花

人
白
酉
」

と
総
合
得
点
で
上
位
を
占
め
た
三
名
を
記
す
。
巳
年
は
先
に

述
べ
た
如
く
寛
政
九
年
で
あ
ろ
う
。
二
月
以
降
も
月
数
は
記
さ
ず
、
季
題
五
を
挙

げ
て
入
選
句
を
並
記
し
巻
末
に
総
合
点
上
位
者
三
名
を
記
す
。
丁
付

一
・
二
が

一

月
で
入
選
句
四
十
六
章
、
三

・
四
が

二
月
で
四
十
七
章
、
五

・
六
が
三
月
で
四
十

七
章
、
七
が
四
月
で
二
十
三
章
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
二
月
に
の
み

「
惣
計
六

百
余
吟
」
と
寄
句
総
数
を
記
す
。
作
者
総
数
は
七
十
四
名
、
う
ち
岡
崎
の

一
名
を

除
き
、
他
は
す
べ
て
京
の
作
者
で
あ
る
。
几
董
判
句
合
に
出
た
作
者
は
幕
天

・
化

山
の
二
人
だ
け
で
、
呂
蛤
著
書
に
出
る
作
者
が
十
四
名
と
多
く
見
え
る
こ
と
は
前

述
の
分
と
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
の
年
に
な
る
と
寛
政
五

・
六
年
紫
暁
撰
句
合
の
作

者
と
の
重
な
り
も
四
名
と
少
な
く
な

っ
て
来
て
い
る
。
以
上
、
断
片
的
に
現
存
す

る
摺
り
物
に
よ

っ
て
見
る
限
り
、
寛
政
期
の
呂
蛤
選
月
並
句
合
は
几
董
判
句
合
と

の
関
わ
り
は
さ
ほ
ど
深
く
は
な
く
、
用
箋
の
酷
似

・
紫
暁
撰
句
合
の
作
者
と
の
重

な
り

・
年
代
そ
れ
に
前
述
し
た
紫
暁
の
句
合

(
『
こ
の
時
雨
』
収
録
の
四
季
句
合

及
び
寛
政
五
年
月
並
句
合
)
に
呂
蛤
は
作
者
と
し
て
句
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
な
ど

を
総
合
す
る
と
、
む
し
ろ
紫
暁
の
影
響
下
に
成
立
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け

る
。
な
お
、
点
者
と
し
て
の
呂
蛤
の
名
は

『
京
羽
二
重
大
全
』

(文
化
七
年
序
)

に
も
出
て
お
り
文
化
年
間
に
入

っ
て
も
点
業
を
続
け
た
ら
し
い
が
、
そ
の
詳
細
を

伝
え
る
資
料
は
や
は
り
管
見
に
入
ら
な
い
。

〈
注
V

執
筆
後
、
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵

『
和
寄
葉
集
』

(嵐
桂
舎
沙
村
写
、

半
紙

本
十

一
冊
。
わ

・
二
〇
三

・
七
七
)
の
第

三
冊
目
に
、
呂
蛤

こ
と
春
夜
楼
若
夢
が
佳
菊

庵
驚
太
と
両
評

で
庚
午

(文
化

七
年
)
初
冬
に
松
尾
櫟
谷
大

明
神
奉
額
句
合
の
選
を
し

た
記
録
が
あ

る
こ
と

に
気
付
い
た
。
詳
し
く
は
別

の
機
会
に
譲

る
。

〈
付
記
〉

こ
の
稿
を
成
す
に
際

し
、
岡
田
利
兵
衛
先
生
に
は

『
月
並
抜
句
集
』
閲
覧

の

御
高
配
を
賜
わ
り
、
桜
井
武
次
郎
氏
は
貴
重
な
蔵
書
を
快

く
御
貸
与
下
さ

っ
た
。
ま
た
、

下
村
を
さ
む
氏
著

『
春
披
の
資
料

と
研
究

』
か
ら
は
多
大
の
恩
恵

を
被

っ
た
。

学
恩
に
甚
深

の
謝
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
る
。

(
五
十

六
年

八
月
記
)
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On"Tsukinami-Kuawase"ofYahantei…Buson

KazuakiNAGAI

Summary

Thepresentpaperison"Tsukinami-Kuawaase"(MonthlyHaikuGatherings),

selectedbyShigyoandRokoh,disciplesofYahantei,


